
      社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告 
                                                             
                         （一社）前橋林業土木協会 
 
  活動内容 

 
  国立妙高青少年自然の家 
  オリエンテーリングコース 木製階段の補修・作設  

                                                   
１ 実施年月日 ：  令和４年７月２９日（金） 
２ 実施場所  ：  新潟県妙高市  
           上越森林管理署管内  
           国立妙高青少年自然の家 オリエンテーリングコース 
３ 参加会員数 ：  協会新潟支部（高田分会） 
          会員企業 ７社及び事務局４名   延べ２５名 
４ 活動内容 

 今回のボランティア活動は、妙高山(2,454ｍ)の麓(約 580ｍ) に広がる大自然
の中に位置する、国立妙高青少年自然の家のオリエンテーリングコース内の木製
階段補修及び作設作業を行いました。 
オリエンテーリングコースは毎年多くの利用者があり、特に子ども達が施設で

の活動を通して、日頃得ることができない自然の中で多様な経験をしています。 
当日、参加会員７社（㈱高橋組、大陽開発㈱、㈱武江組、㈱和信建設、㈱笠原

建設、猪又建設㈱、㈱後藤組）の２５名は、４箇所４班に分かれ、既存の木製階
段を取り外して、新たに板柵と杭で階段を新設しました。当日は、太陽が照り付
け非常に蒸し暑い中での作業となりましたが、熱中症や大きな怪我もなく当初計
画していた作業を完了することができました。 当該青少年自然の家のフェイス
ブックの「妙高・風だより」には、“安全性や歩きやすさを第一に、「小学生や
園児さんが歩くなら、これくらいの高さかな？」と気を配りながら、一段一段作
って下さった階段です。”等のお礼の記事が掲載されました。 
 新型コロナウィルスの感染が続いている中でも、今年は昨年よりも施設利用者
が戻ってきているようです。感染防止対策を行いながらも活動の幅を広げていく
ことが重要であり、今回の活動を通してその一助になれたことと思います。 
 今後とも今回のような活動を継続して実施することで、自然環境の保全、地域
社会の活性化に貢献していきたいと考えております。 

 
  活動写真 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 集合写真 

鈴木 高田分会長 挨拶 

小林 青少年自然の家所長 挨拶 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

作業中１ 

作業中２ 

作業前の状況 

 

新たな木製階段の設置作業完了 

作業前の状況 

作業中１ 

作業中２ 

新たな木製階段の設置作業完了 



 

 

 


